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研究成果の概要（和文）：　敦煌写本中の説話文献について、より鮮明な画像により原文を確定し、日本語訳と
注釈を作成した。研究成果報告書『敦煌説話文献訳注稿』（29年３月刊）を刊行し、茶酒論、燕子賦（乙本）、
韓朋賦、晏子賦、葉浄能詩、舜子至孝変文、王陵変文の原文・日本語訳・注釈、鈔本リスト、先行研究・参考文
献リスト、作品概要や研究論文、日中の関連資料を載せた。特に韓朋賦および舜子至孝変文に関しては、関連す
る日本資料が多く、日中の文化交流が確認できる。

研究成果の概要（英文）：　The purpose of this study is to determine, by means of clearer images, the
 text of some of the tales in Dunhuang manuscripts and to make their Japanese translation and 
annotations.  As the report of this study, we wrote Japanese Translation and Annotations of Dunhuang
 Tales (March, 2017).  Treated in this book are the following seven works:  Chajiulun, Yanzifu, 
Hanpengfu, Anzifu, Yejingnengfu, Shunzizhixiaobianwen and Wanglimgbianwen. Included are: the texts 
of these works; the Japanese translation and annotation. Also included are list of manucripts, 
bibliography, together with summary of the works, list of monographs, and Japanese/Chinese data 
related to these works. 
　Because there is a lot of Japanese data related to Hanppengfu and Shunzizhixiao-bianwen,, we can 
confirm the existence of folktales in central China that connect Dunhuang and Japan.
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１．研究開始当初の背景 
敦煌文献はその当時の人々の生活を伝え
る写本が多く含まれ、通俗文学に関する貴重
な情報を伝えてくれる貴重な一次資料であ
る。敦煌の説話文学作品には、入矢義高、金
岡照光、川口久雄を代表とする先学による優
れた研究成果があり現在もその価値を失っ
てはいないが、敦煌写本の多くが鮮明な写真
や画像として公開されている現在にあって、
鮮明な画像による文字の再検討を経ての原
文の確定、その原文に盛り込まれた説話につ
いての詳細な調査により、日本と中国の説話
の比較研究へ新たな資料を提供し得ると考
える。 
 
２．研究の目的 
本研究目的は、敦煌文献中の説話に関する
基礎資料を作成し、中国および日本、ひいて
は韓国・越南を含めた所謂「漢文文化圏」の
説話研究に資する利用価値の高い基礎資料
を提供することを目的とした。具体的には、
敦煌文献の中の説話的要素を多く含む文学
作品の翻訳と訳注の作成であり、訳注には中
国および日本における類似の説話の情報を
盛り込み、影印本やインターネットにより、
より鮮明な画像を用いて、信頼にたる原文を
得て、中国および日本の最新の研究成果に基
づいた敦煌文献中の説話に関する最新の情
報を提供することである。 

 
３．研究の方法 
 研究の方法としては、敦煌文献中の説話文
献について、各文献の担当者を決め、月一回
の研究会を開催し、相互に情報を交換しなが
ら担当文献に関して、各自が担当する文献に
関して、鈔本の調査次の作業を行った。 
(1)最新の先行研究の情報 
(2)最新の鈔本情報に基づく底本の確定 
(3)底本の原文の確定 
(4)底本原文に基づく翻訳 
(5)翻訳の根拠となる語釈、校記の類 
(6)説話部分には出典および類似説話に関す
る情報（中国典籍および日本典籍） 
 
４．研究成果 
研究会の成果として、すでに紙媒体により
『敦煌説話文献訳注稿』（全 233 頁）を平成
29 年 3月に刊行した。紙媒体報告書の概要を
ここに記すこととする。報告書で扱った文献
は、「茶酒論」「燕子賦（乙本）」（以上、三瓶
はるみ担当）、「韓朋賦」（和田和子）、「晏子
賦」（塚越千史）、「葉浄能詩」（森田さくら）、
「舜子至孝変文」（大西由美子）、「王陵変文」
（伊藤美重子）の 7作品である。 
(1)「茶酒論」は、8点の写本が存在し、その
うち首尾欠落のない、P.2718 を底本として他
の 7点との異同を脚注として注記する。各文
献においては、必ず鈔本の欠落状況、存行数、
首部、尾部の文章、備考として連接記載され
る文献や紙裏（または紙表）の書写に関する

情報、題記に関する情報などを記した「鈔本
リスト」を付している（本書での鈔本リスト
の記載の原則である）。その他、訳注作成に
あたり参照した先行研究や参考文献につい
てもリスト化して附載する。「茶酒論」は、
その登場人物は、茶、酒、水であり、これら
を擬人化して、その優劣を述べるというもの
である。その論争の中で、茶や酒の産地や名
産品の情報から、仏教故事などが含まれ、訳
注においては、それらの出典を調査・記載し
ている。「茶酒論」の形式は「賦」のスタイ
ルであり、押韻字には注記をしている。 
(2)「燕子賦（乙本）は、鈔本は P.2653 の１
点しか存在せず、全編が五言詩の 1500 字ほ
どの短編である。「燕子賦」には、別に賦体
のもの（甲本）が存在するが、本書では、乙
本を取り上げている。燕子賦は、ツバメの巣
をめぐってスズメとツバメが裁判で争うと
いうストーリーで、茶酒論と同じく、擬人化
した鳥同士の論争からなる。この論争には、
当時の俗言がふんだんに用いられている。出
典の判明したものについては、注記している。 
(3)「韓朋賦」は、古来より伝わる韓朋夫婦
の説話を、一篇の叙事詩として当時語られ詠
われた物語である。その文体は、四言句を主
とし、ときに六言句をはさみ、散文部分も幾
分あるものの、おおむね全編を通じて、緩急
のある詩となっている。鈔本は 5 点あり、
P.2653 を底本とし、他鈔本との異同を注記す
る。韓朋説話は伝承が古く、訳注においては、
関連故事を注記するとともに、「韓朋説話関
連資料」として、80 点もの中国および日本の
関連資料を載せている。韓朋説話のアジアに
おける広がりを知る事ができる。ここに、敦
煌と日本をつなぐ、中国中央での伝承の存在
が示される。 
(4)「晏子賦」にはペリオ本 5 点、スタイン
本２点、ロシア本残片４点の計 11 点の鈔本
のうち、P.2564 を底本とする。これまで、あ
まり用いられていなかったロシア本の残片
を用いて、詳細な校記を記している。校合に
多くの作業が費やされ、「晏子賦」にも多く
の故事が用いられているが、出典に関する注
記が少なくなってしまったことが惜しまれ
る。 
(5)「葉浄能詩」は、その鈔本は、S.6839 の
１点のみしか存在していないものであり、葉
浄能という名の道士が、「符」というお札を
使った法術を駆使して様々な難題を解決し
てゆくという物語である。「葉浄能詩」には、
いくつかのエピソード（説話）が含まれ、な
かでも葉浄能が、玄宗を月につれてゆくとい
う話があり、玄宗の月旅行の最古の資料とい
われている。玄宗のこの説話は、後世にも影
響を与えた。担当者は、葉浄能詩の説話の構
造について分析・考察し、本書では、「葉浄
能詩」説話部分の構造を図式化した表を載せ
ている。 
また、説話に関連する資料を先行研究を踏ま
えながら、『捜神記』『酉陽雑阻』『太平広記』



などの書から捜索した結果をまとめた表を
載せている。 
(6)「舜子至孝変文」は、古代の王・舜に関
する物語である。古来より伝わる舜にまつわ
る説話を、継子いじめの話として物語化した
もので、鈔本は、S.4654 と P.2721v の２点の
みであり、S.4654 には首題があり、題も含め
23 行のこるが、尾部は欠落している、一方
P.2721v は、首部に欠落があるが尾部は完備
しており、識語もある。S.本と P.本の間には、
重なる部分がなく、欠落した部分にはどのよ
うなストーリー展開になっていたのかは不
明である。敦煌本に見える５つの説話、①倉
に火をつける話、②井戸さらいの話、③歴山
の話、④瞽叟の開眼の話、⑤堯の二人の娘が
舜に嫁す話について、中国および日本におけ
る資料を載せる。この５種の説話要素は、み
な日本に伝承されていることが確認できる。
先の韓朋賦と同様に、敦煌と日本を結ぶ、中
国中央での伝承の存在が確認されるのであ
る。また、中国と日本における伝承の改変の
様相を調査することで、日中の嗜好のあり方
の異同についても考察を深めることができ
よう。 
(7)「王陵変文」は、鈔本は 5 点であり、み
な小冊子の体裁をもつ。5 点のうち、P.3627
と P.3867 は同一冊子であり、この２点は接
合することができ、この２点で一つの冊子体
の「王陵変文」が得られ、これを底本とする。
「王陵変文」は、『史記』巻 56「陳丞相世家」
に記される所謂「陵母伏剣」の故事を脚色し
た語り物である。王陵変文には「従此一鋪、
便是変初」の語があり、「鋪」は絵画を数え
る時の数量詞であり、この語があることから、
先行研究では、王陵変文が「絵画」を用いた
語り物であるということが指摘されている。 
最初の「王陵変文」を紹介する部分では、王
陵変文は、その内容から 8場面に分かれ、お
そらくそれらの場面にふさわしい絵ととも
に、語りそして詠じられたと推定される。王
陵変文と『史記』での「陵母伏剣」の故事と
の比較を行い、場面ごとの語りの様相を推定
し、王陵変文には、絵画、散文、韻文を用い
て、物語を効果的に演出するための様々な工
夫がなされていることを述べた。また、王陵
説話とくに「陵母伏剣」の故事についての資
料（「王陵説話（陵母伏剣）」故事資料）を巻
末に載せた。 
本科研研究課題にある「日中説話比較に向
けて」ということについては、先にも述べた
ように、韓朋賦、舜子至孝変文には、関連す
る日本資料が多く存在し、敦煌と日本を結ぶ
中国中央での民間説話の存在が確認でき、韓
朋説話関連資料として、66 件を載せ、うち 5
件は室町期、江戸期の類似資料である。また、
韓朋賦を担当した和田和子は、さらに「敦煌
本『韓朋賦』と「語り」の時空」（『お茶の水
女子大学中国文学会報』36（2017、4）にお
いて、「語り物」の観点から敦煌に残された
韓朋賦と日本の『仮名本曽我物語』に登場す

る遊女の語りの中に登場する韓朋の物語の
類似性を指摘する中で、韓朋説話には、3 種
類の系統があり、その 3系統が日本にも伝わ
ったことを確認している。 
る日本資料が多く存在し、敦煌と日本を結ぶ
中国中央での民間説話の存在が確認でき、前
掲紙媒体報告書『敦煌説話文献訳注稿』の第
3 章（５）には、韓朋説話関連資料として、
66 件を載せ、うち 5件は室町期、江戸期の類
似資料である。また、韓朋賦を担当した和田
和子は、さらに「敦煌本『韓朋賦』と「語り」
の時空」（『お茶の水女子大学中国文学会報』
36（2017、4）において、「語り物」の観点か
ら敦煌に残された韓朋賦と日本の『仮名本曽
我物語』に登場する遊女の語りの中に登場す
る韓朋の物語の類似性を指摘する中で、韓朋
説話には、3 種類の系統があり、その 3 系統
が日本にも伝わったことを確認した。 
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